
市
役
所
の
役
割
は
、市
民
の
皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り
に「
住
ん
で
良
か
っ
た
」

「
こ
れ
か
ら
も
住
み
続
け
た
い
」と
感
じ
て
も
ら
え
る
よ
う
、生
活
や
仕
事

な
ど
に
関
わ
る
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
、条
件
や
環
境
を
整
え
る
こ
と
で
す
。

市
役
所
で
働
く
職
員
の
仕
事
の
原
点
は「
市
民
の
皆
さ
ん
の
役
に
立
ち

た
い
」「
も
っ
と
元
気
な
ま
ち
に
し
た
い
」と
い
う
思
い
で
あ
り
、こ
の
思

い
こ
そ
が
、市
民
の
皆
さ
ん
と
市
役
所
を
つ
な
ぐ「
絆
」で
あ
る
と
考
え

て
い
ま
す
。

地
域
が
抱
え
る
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
の
解
決
に
向
け
て
、市
民
の
皆
さ
ん

と
と
も
に
知
恵
を
絞
り
、汗
を
か
く
こ
と
が
で
き
る
人
材
を
求
め
て
い
ま
す
。

市
外
の
ご
家
族
・
ご
友
人
に
も
ぜ
ひ
お
声
掛
け
く
だ
さ
い
。

【
日
時
】６
月
25
日
㈰
９
時
30
分
か
ら

【
場
所
】西
総
合
会
館

【
募
集
職
種
・
人
数
】❖
事
務
職（
一
般
事
務
、

手
話
、学
芸
員
、図
書
館
司
書
）…
15
人
程
度

❖
保
育
士
・
幼
稚
園
教
諭
…
３
人
程
度

❖
技
術
職
…
土
木
３
人
程
度
、建
築
１
人
程

度
、設
備（
電
気
・
機
械
）１
人
程
度

【
試
験
内
容（
一
次
）】❖
事
務
職
…
S
P
I
３

❖
保
育
士
・
幼
稚
園
教
諭
…
専
門
試
験

❖
技
術
職
…
専
門
試
験

【
そ
の
他
】来
年
3
月
31
日
時
点
で
40
歳
ま
で

受
験
可
能（
保
育
士
・
幼
稚
園
教
諭
は
30
歳

ま
で
）。
採
用
試
験
の
詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
確
認
を
。詳
し
く
は
左
コ
ー
ド
か
ら
ア
ク

セ
ス
可
。

【
申
し
込
み
方
法
】 

6
月
14
日
㈬
17
時
15
分
ま
で

に
専
用
申
し
込
み
フ
ォ
ー
ム
で
。

▼
詳
し
く
は
、
人
事
課（
☎
66
・

1
0
6
6
）へ
。 採

用
試
験

　道路や橋、トンネルなど、市民生活に不可欠な社会イン
フラの整備や修繕を行っています。入庁2年目の平成16年
に発生した台風23号では、道路や河川に甚大な被害が生じ、
社会インフラ整備の重要性をひしひしと感じました。
　この仕事は、自分が担当した事業が形となり、市民の
皆さんに喜んでいただけたときに、特にやりがいを感じ
ます。職場には頼りになる先輩方がたくさんおられます。
皆さんと一緒に働けることを楽しみにしています。

　学校のネットワーク環境整備など、教育のICT推進に
関する業務を行っています。
　業務中は「学校のICT環境を今よりも少しずつ良いも
のにしたい」と考えて取り組んでいます。実際に学校で
ICTが活用されている場面を見て、自分の仕事が役立っ
ていることを実感し、感動しました。
　市役所の業務は多岐にわたっており、市役所職員でなけ
れば、関わることのなかった分野に携わることができます。
一緒にトライしていきましょう。

　移住・定住に関する業務を行っています。移住を検
討されている皆さんに舞鶴の魅力を伝え、舞鶴のファン
になってもらえるよう、日々業務にあたっています。
　市役所はどこの市でも同じような仕事をすると思っ
ていましたが、実際は自治体ごとに特色があり、その中
でも舞鶴市は、他の自治体より先進的な取り組みを行っ
ていると感じています。
　舞鶴市役所では「こんなまちにしたい」という思いを
実現することができます。一緒に頑張りましょう。

❖�市民の中に入って、地域の課題を見つけ、市民とともに考え、
解決に向け積極的に行動する職員

❖�職員一人ひとりが、専門性や得意分野を持ち、自らの特性
も最大限に発揮し、市民の信頼に応える職員

❖�社会情勢の変化に即応した改革意識を持ち、仕事への情熱
と柔軟な思考のもと、市役所と仕事を変革できる職員

9：30  資料作成

10：00  保守業者と協議 10：30  ミーティング

8：30  係ミーティング

8：30  システムチェック 8：30  移住希望者を案内

13：30  現地確認

14：00  窓口対応 13：00  移住希望者への情報発信

16：00  懸案事項の相談

16：00  現地作業 15：00  移住者支援

市民生活に不可欠な社会インフラを支えたい

学校のICT環境をより良くしたい 理想のまちづくりを実現したい

国や府の補助金に関する資料や
事業の関係機関への報告書を作
成する

保守業者とシステムの運用面
などについてオンラインで協
議する

移住者受け入れの進め方や今後
の取り組みについて、関係部署と
ミーティングを重ねる

係長として係内での重要事項や
仕事の進

しんちょく

捗状況などを確認する

ネットワークシステムに異常が
無いか確認。異常が発見された
場合、調査や復旧対応を行う

府外からの移住希望者を物件に
案内。物件だけでなく、地域の様
子や補助制度なども説明する

市民から道路の安全性について
問い合わせがあり現地へ。今後
の対応検討のため入念に確認

ICT分野だけでなく、就学や補
助制度に関する相談にあたるこ
とも

ホームページに掲載する空き家情報
バンク登録物件をVRによりバーチャ
ル見学できる映像に編集

問題となっている事案の今後の
対応方法について上司に相談。今
後の方向性を定める

教育現場に設置されているネッ
トワーク機器のメンテナンスを
行う

移住者が舞鶴で取り組みたいこと
を積極的に支援。地域の関係者と
の間に入り、舞鶴での生活を応援

土木課　秋田 英之 （入庁21年目）

学校教育課　小野 祐矢 （入庁6年目） 移住・定住促進課　福田 奈帆 （入庁4年目）

市民に信頼され、市民の役に立つ市役所
市職員が目指す「職員像」

02

03 01

市職員
募　集

令
和
6
年
4
月
採
用

｜市職員募集｜

福田さんの
ある1日

小野さんの
ある1日

秋田さんの
ある1日

17 162023広報まいづる 5月号


